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後まで周囲を心配させたが、結局 10 月 20 日の大統領選は、中道軸が推すワヒドと闘争民
主党の候補メガワティとの対決になった。結果は、ワヒド 373 票、メガワティ 313 票で、
ワヒドが勝利した。ワヒド票の中心はハビビ演説を受諾した票、すなわち黒ゴルカルを中



































 第２節 新政権の特徴 
 












































































































































































































































1 たとえば､”Prof. Dr. Nurcholish Madjid:Berdemokrasi Harus Konsekuen＂[ヌルホリ
シュ・マジド博士:民主主義は結果を受け入れなければならない]､Kompas, 1996.6.24, 
“KAHMI: Pemenang Pemilu Layak Pegang Inisiatif” [KAHMI:総選挙の勝者が主導権を握
るに値する]､ Kompas, 1999.6.30 
2 “Pesan ICMI terhadap Pemerintahan Mendatang Jangan Lecehkan Umat Islam” [ICMI
の新政府への注文:イスラム教徒をないがしろにするな]､Kompas, 1999.6.16 






バル・タンジュン MPR 議長､アミン・ライス DPR 議長の組み合わせ､あるいはアミン・ライ








ワヒドのコラム集も有用である｡たとえば､Frans M Pareraand T Jakob Koekerits eds. Gus 
Dur Menjawab Perubahan Zaman [グス・ドゥル､時代の変化に応える]､Kompas, 1999. 
9 M Sadli, ＂Satu Bulan Gus Dur, Angka Rapornya Merah atau Hitam?＂ [グス・ドゥル
の 1 ｶ月､通信簿は赤点か及第点か]､Business News 1999.11.26 は､｢本来ならコンセンサス
ができるのを待つべきだが､グス・ドゥルは相談もせず自分でイニシアティブを取る｡こう
した大統領は普通なら保たないが､グス・ドゥルの立場が揺るぎないのは彼の高い徳性によ
る｣と評している｡ 

